
さゎやか交埜紐

今月の主な内容

■地震への備えは万全ですか?

■町成人式～新成人にインタビュー～

■町営リンク完成

■新春書初め大会

紙上金賞作品展 ほ か
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1月 7日 、町農村環境改善センターで行われた成人式には

78人 が出席しました。

夢と希望に満ちた新成人。失敗を恐れず、21世 紀に向け

ていざスタート。

それにしても、
“
振りそで姿,,お似合いでしたよ。



ま万全ですか?
家庭内で
防災対策を

成人で 1 5kg、

女性で 1 0kgを目安に一

現金、預金通帳、印鑑、健康保険証

鮒 の調 も忘れ的

セーター ・防寒着 ・下着 ・毛布 ・軍手…

消毒薬 ・傷薬 ・脱脂綿 ・包帯 ・ガーゼ…

乾パン・缶詰 ・ビスケット・チョコレー ト・
チーズ・ミネラルウォーター…

マッチ ・ライター ・防水ビニールシー ト・ナ
イフ…

去
る

一
月
十
七
日
発
生
し
た
阪
神
大

震
災

（兵
庫
県
南
部
地
震
）
で
は
、

神

戸
市
を
中
心
に
死
者
五
千
人
を
超
え
、

家
屋
倒
壊
で
生
き
埋
め
と
な

っ
て
い
る

行
方
不
明
者
も
い
ま
だ
数
多
く
お
り
、

壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
せ
、

戦
後
最

悪
の
犠
牲
者
を
出
す
大
惨
事
と
な
り
ま

し
た
。

ま
さ
に
天
災
の
計
り
知
れ
ぬ
恐
ろ
し

さ
と
人
間
の
は
か
な
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と

見
せ

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
の
地
震
を
見
る
と
、

わ
ず
か
二

カ
年

の
間
で
、

「
釧
路
沖
」
を
は
じ
め

「南
西
沖
」
、

「東
方
沖
」
と
北
海
道
を
相

次
ぎ
襲

っ
た
ほ
か
、

ど

一陸
は
る
か
沖
」

そ
し
て
、
こ
の
度
の

「阪
神
大
震
災
」
と

五
件
も
の
大
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、

地
震
多
発
国
と
は
い
え
、

た
だ
驚
か
さ

れ
る
ば
か
り
で
す
。

大
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
、

被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
、

防
災
関
係

機
関
は
総
力
を
あ
げ
て
防
災
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。
し
か
し
、

地
震
に
よ
る

災
害
は
火
災
を
は
じ
め
、

道
路
の
寸
断
、

建
物
な
ど
の
倒
壊
、

津
波
に
よ
る
災
害
、

断
水
や
電
力
供
給
の
停
止
な
ど
、

多
種

多
様
に
わ
た
り
関
係
機
関
の
み
の
活
動

で
は
、

十
分
に
対
処
で
き
な
い
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
の
日

ご
ろ
の
備
え
や
、

い
ざ
と
い
う
時
の
心

が
ま
え
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

根
釧
管
内
で
は
現
在
も

な
お
、

頻
繁
に
余
震
が
続

い
て
お
り
、

い
つ
ま
た
大

地
震
が
起
き
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

不
安
の
中
で
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、

い
つ
地
震
に
襲

わ
れ
て
も
、

家
族
み
ん
な

が
適
切
に
対
処
で
き
る
よ

う
に
、

家
庭
内
で
の
役
割

分
担
や
避
難
場
所

の
確

認
、

非
常
持
出
し
品
な

ど
、

今

一
度
防
災
対
策
に

つ
い
て
話
し
合

っ
て
お
き

芝
ド
し
ょ
う
。

●
テ
レ
ビ
は
高
い
と
こ
ろ
に
お
か
な
い
。

●
棚
や
タ
ン
ス
の
上
に
重
い
も
の
を
置

か
な
い
。

●
本
棚
や
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
の
収
納
物
は
、

軽
い
も
の
を
上
に
、

重
い
も
の
を
下

に
置
く
。

●
家
具
は
固
定
で
き
る
も
の
は
Ｌ
型
金

具
や
木
ね
じ
な
ど
で
固
定
す
る

（右

写
真
）
。

●
幼
児
や
お
年
寄
り
、

病
人
の
い
る
部

屋
に
は
転
倒
の
危
険
が
あ
る
背
の
高

い
家
具
な
ど
を
置
か
な
い
。

調1誌遂:蒻第1硲|☆選塾1地震

1993.1.15引‖  屁各 ,中  M7.8

7.12北海道南西沖  7.8

1994.10,4北 海道東方沖  8。 1

12.28三 陸はるか沖   7.5

1 9 9 5 . 1 . 1 7 阪神 大 震 災   7 2
(直下型)



▲避難場所の一つである 「望ケ丘森林公国」の高台
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ラジオやテレビ、役場、消防などの正しい情報

を入手して、迅速に行動しましょう。

1藩艶 |の心 得

一Ｖ玉）

①

避
難
の
前
に
火
の
始
末

②

避
難
時
の
荷
物
は
最
小
限
に

③

留
守
家
族
に
は
連
絡
メ
モ
を

④

避
難
ほ
徒
歩
で

⑤

お
年
寄
り
や
子
供
と
し
っ
か
り
手
を
つ
な
い
で

⑥

避
難
場
所
ま
で
は
、

狭
い
道
、

塀
ぎ
わ
、

川
ベ

リ
を
避
け
て
移
動
す
る

⑦

必
ず
指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
ヘ

出:S

範

里
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社

高

台
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仁
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場

中
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地
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ブ
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ベ
キ
シ
リ
山

・
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ケ
丘
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林
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園
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各
地
で
地
震
が
発
生
し
、

こ
れ
に
よ

る
火
災
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

ス

ト
ー
ブ
の
取
扱
な
ど
に
つ
い
て
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
こ
れ
か
ら
ス
ト
ー
ブ
を
購
入
す
る
際

に
は
、

耐
震
自
動
消
火
装
置
付
き
の

も
の
を
購
入
し
、

固
定
用
金
具
が
附

属
さ
れ
て
い
る
も
の
は
必
ず
置
き
台

に
固
定
す
る
か
、

ま
た
は
、

壁
、

床
な

ど
に
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

（
既

に
家
庭

で
使
用
し

て
い
る

ス

ト
ー
ブ
も
同
様
）

■
ス
ト
ー
ブ
の
煙
突
は
、

機
器
本
体
の

煙
突
接
続
部
分
が
適
合
す
る
も
の
を

使
用
し
、

煙
突
の
接
続
は
確
実
に
行

い
寺
や
し
ょ
ッつ
。

■
煙
突
の
固
定
は
、

煙
突
の
長
さ
‐
・
５

ｍ

か
ら
２
ｍ
の
間
隔
で
支
え
枠
、

支
線
、

腕
金
具
な
ど
で
確
実
に
固
定
し
ま
し

ょ

ンつ
。

■
既
に
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
移
動
式

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
う
ち
、

耐
震
自
動

消
火
装
置
の
つ
い
て
い
な
い
も
の
は

使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

―
―
標
津
消
防
署
―
―

よ
艦
振
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新たに責任重く～
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小山内 孝 史さん

佐 藤 智 美さん
― 曙 町 ―

～決意も

卜
会
場
は
色
鮮
や
か
な
振
り
そ
で
姿

で
い
っ
ぱ
い
…

一
月
七
日
、

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
町
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
町
内
で
成
人
を
迎
え
た
の
は
、

百
二
十
七
人
。

成
人
式
に
は
、

色
鮮
や

か
な
振
り
そ
で
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
七
十
八
人
が
出
席
し
、

成

人
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、

橋
場
俊

一
教
育
委
員
長

か
ら

「今
年
は
選
挙
の
年
。

権
利
を
む

だ
に
し
な
い
で
ほ
し
い
。

世
間
は
厳
し

い
が
、

明
日
へ
の
希
望
を
求
め
る
心
豊

か
な
人
間
に
―
。
　
″青

春
の
夢
に
忠
実

で
あ
れ
″
」
と
激
励
の
式
辞
の
あ
と
、

小

田
桐
町
長
と
荒
谷
町
議
会
議
長
か
ら
祝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、

小
田

桐
町
長
は

「広
い
視
野
を
も

っ
て
、
自

分
の
意
志
で
険
し
い
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
て
ほ
し
い
。

み
な
さ
ん
に
は
若
さ

と
バ
イ
タ
リ
テ
イ
ー
が
あ
る
。

社
会
と

い
う
大
海
原

へ
船
出
す
る
新
成
人
に
前

途
を
祝
福
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▽
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
内
容

①
成
人
に
な

っ
た
感
想
は
？

②
抱
負
は
？

③
標
津
に
望
む
こ
と
は
？

自
分
の
夢
は
？

新
成
人
を
代
表
し
て
忠
鉢
誠
さ
ん
と

石
黒
望
美
さ
ん
は

「私
た
ち
の
郷
土

″

し
べ
つ
″
が

一
層
、

優
し
さ
に
包
ま
れ

た
地
域
社
会
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を

願
い
、

成
人
と
し
て
ま
す
ま
す
精
進
す

る
」
と
力
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
根
室
図
書
館
司
書
の
松
永

伊
知
子
講
師
に
よ
る

「
若

い
あ
な
た

ヘ
ー
感
動
あ
る
日
々
を
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
が
あ
り
、

感
動
す
る
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

出
席
し
た

新
成
人
は
真
剣
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し

わた
。

自
分
の
責
務
を
果
た
し
た
い

①
ひ
と
足
早
く
社
会
人
と
し
て
働
い
て

い
る
の
で
特
に
な
い
。

②
今
後
、

自
分
の
責
務
を
い
か
に
果
た

す
か
と
考
え
て
い
る
。

③
標
津
は
、

街
並
み
ひ
と

つ
と

っ
て
も

良
く
な
り
、

伸
び
行
く
ま
ち
だ
と
思

っ
た
。

札
幌
か
ら
標
津
に
来
る
と
、

「
あ
あ
、

故
郷
に
帰

っ
て
来
た
ん
だ
な

あ
―
」
と
、

ほ

っ
と
す
る
。

そ
れ
は

自
然
が
あ
る
か
ら
で
、
こ
の
自
然
は

い
つ
ま
で
も
残
し
て
ほ
し
い
。

目
標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る

①
身
の
振
り
方
を
考
え
た
い
。

②
自
分
の
目
標
に
向
か

っ
て
、

が
ん
ば

り
た
い
。

③
標
津
に
帰

っ
て
来
る
と
、

小
さ
い
頃

の
風
景
が
残

っ
て
い
て
安
心
す
る
。

自
然
を
大
切
に
し
て
、

い
つ
ま
で
も

そ
の

＼ヽ
で
あ

っ
て
ほ
し
ぃ
。

自
分
の
意
志
で
行
動
を

①
高
校
卒
業
し
て
、

あ

っ
と

い
う
間
に

２０
才
に
な

っ
た
感
じ
。

②
親

に
頼
ら
ず
、

自
分

の
意
志

で
行
動

し
た
い
。

③
結
婚
す
る
こ
と
が
夢
か
な
？

一
歩
ず
つ
前
進
し
た
い

①
あ

っ
と
い
う
間
で
し
た
。

②
こ
れ
か
ら
、

親
元
を
離
れ
て
、　

一
生

懸
命
や

っ
て
い
き
た
い
。

自
分
に
責

任
を
も

っ
て

一
歩
ず

つ
前
進
し
た
い
。

③
隣
り
町
の
中
標
津
が
広
が

っ
て
い
る

の
で
、

標
津
は
ち
ょ
っ
と
さ
び
し
い

か
な
？
全
国
区
の
標
津
に
な

っ
て
ほ

し
い
。

藤 本 幸 子さん
一 大阪市 一

高 桑 和 博さん
一 千葉県 ―

|でもよ欄柵翻饉i鶴

― /▲
誓いの言葉を読み上げる忠鉢さん (右)

と石黒さん
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平
成
四
年
度
か
ら
三
カ
年
計
画
で
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
町
営
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
が
完
成
し
、　

一
月
九
日
、

同
リ

ン
ク
で
オ
ー
プ
ン
式
が
行
わ
れ
、

完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
リ
ン
ク
は
四
百
メ
ー
ト
ル
ダ
ブ

ル
ト
ラ
ッ
ク
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
。

管

理
棟
は

一
部
三
階
建
て
延
べ
二
百
四
十

四
平
方
メ
ー
ト
ル
で
選
手
控
え
室
、

役

員
兼
作
業
員
室
、
ト
イ
レ
、

オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
室
、

物
置
、

車
庫
が
あ
る
ほ
か
、

屋

外
照
明
、

水
道
施
設
、

六
十
八
台
収
容

の
駐
車
場
を
備
え
て
い
ま
す
。

総
工
事

Aテ ープカッ トでオープンした町営スケー トリンク

1
t

四

百

メ
ー

ト

ル

ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ
ク

費
は

一
億
七
千
八
百
万
円
。

オ
ー
プ
ン
式
に
は
関
係
者
や
ス
ケ
ー

ト
少
年
団
員
ら
が
出
席
。

小
田
桐
町
長
、

荒
谷
町
議
会
議
長
、

橋
場
教
育
委
員
長
、

富
田
陸
上
自
衛
隊
第
二
〇
二
沿
岸
監
視

隊
長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、

牛
乳
で
乾
杯
し
た
あ
と
、

少
年
団

に
よ
る
滑
走
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
リ
ン
ク
は
、

防
衛
施
設

周
辺
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業
補
助
金

と
厚
生
年
金

，
国
民
年
金
積
立
金
還
元

融
資
に
よ
り
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

▲完成したリンクで滑走するスケー トスポーツ少年団

会,園―議会:出‐揚J
妻器1舗樹襲議撃!撫闇豊施

一全道少年団大会でも標津勢が大活躍一

札
幌
真
駒
内
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
を
会

場
に
、　

一
月
七
日
か
ら
開
か
れ
た
平
成

六
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
で
、

本
町
か
ら
出
場
し
た
標
津
ス
ケ
ー
ト
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
戸
田
喜
子
さ
ん

（中

三
）
と
大
菅
小
百
合
さ
ん

（中
二
）
が
、

見
事
、

全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

全
道
各
地
か
ら
選
ば
れ
た
ス
プ
リ
ン

ト
が
集
ま

っ
た
こ
の
大
会
で
は
、

戸
田

さ
ん
が
三
千
メ
ー
ト
ル
ニ
位
、

千
五
百

メ
ー
ト
ル
十
位
、

大
菅
さ
ん
が
五
百

メ
ー
ト
ル
十
位
と
、
日
頃
の
力
を
十
分

発
揮
。

二
月
七
日
か
ら
群
馬
県
伊
香
保

で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

戸
田
さ
ん
は

「全
国
で
自
分
の
力
を

試
し
た
い
。

自
己
新
記
録
を
ぜ
ひ
出
し

た
い
」
と
、

大
菅
さ
ん
は

「全
国
で
人

賞
で
き
る
よ
う
に
、

が
ん
ば
り
た
い
」
と

意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

ま
た

一
月
十
三
日
、

十
四
日
釧
路
市

柳
町
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
場
で
開
か
れ
た

全
道
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
少
年
団
競
技

大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り

（入
賞
者

の
み
）
。

【男
子
】
◇
小
学
５
年

〈五
百
Ｍ
〉
２

位
、

〈千
五
百
Ｍ
〉
１
位
　
大
石
卓
哉

◇
小
学
６
年

〈五
百
Ｍ
〉
７
位
、

〈千

五
百
Ｍ
〉
２
位
　
新
居
志
宇

【女
子
】
◇
小
学
５
年

〈
五
百
Ｍ
〉
５

位
、

〈千
Ｍ
〉
２
位
　
大
野
弥
生

◇
中
学
２
年

〈五
百
Ｍ
〉
５
位
、

〈千

五
百
Ｍ
〉
５
位
　
大
菅
小
百
合

◇
中
学
３
年

〈千
Ｍ
〉
２
位
、

〈千
五

百
Ｍ
〉
３
位
　
一戸
田
喜
子

全道少年団大会で活躍した選手たち。後ろ2人が全国大会

出場を決めた戸田さん (左)と 大菅さん。

職
縫
一醐
，鋼
翻̈
覇
稲

―

ス
ケ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
育
成
会
―

こ
の
度
、

完
成
し
た
町
営
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
の
備
品
購
入
費
に
役
立
て
て
と
、

十
二
月
二
十
七
日
、

標
津
ス
ケ
ー
ト
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成
会

（田
中
正
会
長
）

が
役
場
を
訪
れ
、

町
に
五
十
万
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。

田
中
会
長
は

「
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し

い
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
を

つ
く

っ
て
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
リ
ン
ク
の
備
品

購
入
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
」
と
、

話

し
て
い
ま
す
。

小
田
桐
町
長
に
寄
付
金
を
手
渡
す
田
中

会
長

（左
）
と
大
石
さ
ん



Ｉ
Ｊ
Ａ
標
津
が
全
戸
に
―

Ｊ
Ａ
標
津

・
標
津
町
農
業
協
同
組
合

（佐
々
木
喜

一
郎
代
表
理
事
組
合
長
）
は

十
二
月
二
十
七
日
、

各
町
内
会
を
通
じ
、

同
農
協
組
合
員
と
職
員
を
除
く
二
千
五

十
四
世
帯
に
バ
タ
十
二
個

（四
百
グ
ラ

ム
）
を
無
料
配
付
し
ま
し
た
。

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
は
全

国
的
な
景
気
後
退
や
市
場
開
放
問
題
な

ど
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
り
ま
す
。

町

民
の
皆
さ
ん
に
酪
農
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
、

安
全
で
完
全
健
康
食

品
で
あ
る
牛
乳

・
乳
製
品
を
今
後
も
よ

り
多
く
食
し
て
も
ら
お
う
と
消
費
拡
大

の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

酪

農
者
の
熱
い
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。農

協
か
ら
い
た
だ
い
た
バ
タ
ー
を

配
付
す
る
町
内
会
役
員

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
懇
談
会

町
内
の
青
年
の
異
業
種
間
の
交
流
や

町
政
の
勉
強
会
な
ど
を
目
的
に
設
置
さ

れ
て
い
る
第
三
期
町
青
年
開
発
会
議

（石
橋
昌
幸
座
長

・
委
員
二
十
人
）
が

一

月
十
三
日
、

ホ
テ
ル
川
畑
で
町
長
と
の

懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

席
上
で
は
ま
ず
小
田
桐
町
長
が
、

今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
た
あ
と
、

産
業
や
教
育
、

福
祉
、

文
化
な
ど
様
々
な
分
野
で
の
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
、

）

―
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
―

十
二
月
二
十
三
日
、

標
津
町
手
を

つ

な
ぐ
親
の
会

（吉
口
龍

一
会
長
）
と
標

津
町
障
害
児
教
育
協
議
会

（標
津
小
校

長

・
細
見
浩
会
長
）
共
催
の
も
ち

つ
き

大
会
が
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
同
会
会
員
の
親
子
や

小
学
生
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ら
約
五
十
人
◇

も
ち

つ
き
を
体
験
し
た
子
供
た
ち
は
大

喜
び
。

ま
た
、
ビ
ン
ゴ
や
ボ
ー
リ
ン
グ

ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、

お
昼
に
は
自
分
た

ち
で
つ
い
た
も
ち
を

「
ぞ
う
に
」
や
、

「お
し
る
こ
」
、

「き
な
こ
」
に
し
て
食
べ
、

楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

元
気
に
も
ち
つ
き
を
楽
し
む
子
供
た
ち

笑
い
も
こ
ぼ
れ
た
ビ
デ
オ
上
映
会

―
子
ど
も
ビ
デ
オ
上
映
会
―

川
北
公
民
館
主
催
の

「新
春
子
ど
も

ビ
デ
オ
上
映
会
」
が
、　

一
月
十

一
日
か

ら
十
三
日
ま
で
の
三
日
間
、

川
北
公
民

館
な
ど
三
カ
所
の
会
場
で
行
わ
れ
、

約

七
十
人
の
幼
児
、

小
学
生
が
、

マ
ン
ガ

ア
ニ
メ
の

「ガ
ン
バ
～
冒
険
者
た
ち
～
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
ま
で
は
川
北
公
民
館

一
カ
所
を
会

場
に
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、

「北
標
津
や

古
多
糠
で
も
実
施
し
て
ほ
し
い
」
と
の

お
母
さ
ん
方
か
ら
の
要
望
に
応
え
実
施

会
場
を
こ
の
ほ
ど
増
や
し
た
も
の
。

子

ど
も
た
ち
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
く
ぎ
づ
け

と
な
い
、

」
剣
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

勅囃淳′ｊヽ員政陣唯軸雄勅蒙囀煙州付　ＨＨＨ

達
を
受
け
ま
し
た
。

任
期
は
三
カ
年
間
と
な
り
ま
す
。

町
内
に
は
、

ほ
か
に
も
う

一
人
、

矢
吹
弘
照
委
員

（川
北
）
が
お
り
ま

す
。

「
い
じ
め
や
人
権
侵
害
、

差
別
」

と
感
じ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
疋
田
委
員
　
ａ
２
１
２
１
０
３

▽
岸益
空
奮
貝
　
ａ
５
１
２
０
５
６

小
田
桐
町
長
か
ら
委
嘱
状
の
交
付
を

一受
け
る
疋
田
さ
ん

（右
）



田□回団目

繋
縛
艶
謡
一講
縮
纂
譜
！̈町
商
工
食

町
商
工
会
の
従
業
員
表
彰
規
定
に
よ

る
永
年
勤
続
者
を
表
彰
す
る

「
平
成
六

年
度
栄
誉
を
た
た
え
る
会
」
が

一
月
十

三
日
、

町
商
工
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
表
彰
対
象
者
は
七
十
八
人
。

式
典
に
は
被
表
彰
者
や
来
賓
、

関
係
者

ら
約
六
十
人
が
出
席
し
、

後
藤
町
商
工

レ
式
典
の
模
様

（町
商
工
会
館
）

会
長
か
ら
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤
会
長
は

「地
域

へ
貢
献
さ
れ
て

い
る
皆
様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
あ

い
さ

つ
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
成
田
昭

さ
ん

（株
式
会
社
　
上
国
組
勤
務
）
が

「心
を
新
た
に
し
、

今
後
も
町
の
発
展
の

た
め
、

仕
事
に
精
力
を
傾
け
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
う
ち
、

二
十
年
以
上
の
勤

続
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
一
般
従
業
員
表
彰
】

▽
二
十
年
級

（五
人
）

中
村
勝
行
さ
ん

。
成
田
昭
さ
ん

。
忠

鉢
建
夫
さ
ん

。
龍
田
良
子
さ
ん

・
古

瀬
示
郎
さ
ん

▽
二
十
五
年
級

（十
人
）

前
田
敏
博
さ
ん

。
蛯
名
武
士
さ
ん

。

加
藤
幸
二
さ
ん

。
斉
藤
修
さ
ん

・
井

ノ
上
栄
子
さ
ん

。
伊
藤
靖
二
さ
ん

。

合
田
美
恵
さ
ん

。
日
下
部
日
出
男
さ

ん

。
佐
藤
泰
雄
さ
ん

。
山
崎
照
雄
さ

ん
【季
節
従
業
員
表
彰
】

▽
二
十
年
級

（四
人
）

林
忠
信
さ
ん

・
斉
藤
み
え
子
さ
ん

。

斉
藤
美
代
子
さ
ん

・
田
村
静
枝
さ
ん

▽
二
十
五
年
級

（四
人
）

小
田
嶋
武
さ
ん

・
澤
本
正

一
さ
ん

。

高
橋
和
雄
さ
ん

・
新
村
善
作
さ
ん

＜
古
賀
ゆ
う
す
け
く
ん

（標
津
小
１
年
）

く
菅
原
ひ
ろ
と
も
く
ん

韻
靭
鞭
軸
地
義
式
総
増
！一】一

！！！！！・一一！一一！！！一！！！！！！！ｉ！！，一一一！一一一一一一一一一一＝一一一一
一一！一一
一一
一一一一一一！”
一一一一■
一一一一一ｒ

（標
津
小
２
年
）

く

一泳
く
ん

（上
古
多
糠
小
３

く
勝

瀬
　
裕

至
一一■
キ
■
主
■
！≡
一

介
く
ん

一
ド
！
一
一
一
ｒ
ｉ十
■

司
く
ん

（川
北
中
３
年
）

ｉ≡
十一■
芋
■
ｉ
■
一！一ヤ
■
■

】転
窓一緊

謗
藷

騨
剛

ベ

く
佐

藤
　
哲

平
く
ん

（標
津
小
４
年
）

せ畢
！

く
梅

十一攣

韮郷
= 陽

く
相

馬

一ザ

チ



自分たちのまち
レ

一

矢口って,いるよ 証 知らない

卜今回イ ンタ ビューに

答えて くれたのは…

「佐 藤 詩 郎」さんと

―
―
―
″し

べ
つ
″　
に
住
む
一剛
の
　
″し

べ
つ
″
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

佐
藤
　
自
分
が
中
学
、

高
校
の
こ
ろ
、

父

親
に
連
れ
ら
れ
て
、

魚
釣
り
に
よ
く
し

べ
つ
に
来
て
ま
し
た
。

当
時
は
、

ヤ
マ

ベ
や
イ
ワ
ナ
が

一
日
で
百
か
ら
二
百
匹

ほ
ど
も
釣
れ
た
の
で
す
。

当
時
の
し
べ
つ
は
、

通
り
す
が
り
の

町
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

釣
り

以
外
で
出
か
け
た
の
は
、

知
床
や
羅
日
、

尾
岱
沼
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
し
た
。

山
村
　
し
べ
つ
は
、

正
直
言

っ
て
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

釣
り
の
情
報
雑
誌
で

忠
類
川
、

薫
別
川
は
知

っ
て
い
ま
し
た

が
…
。

器
一一一一鱒
総
鞠
韻
靭
題
擦

騨
“鰈
鱗
Ｍ
盟
鞘
鱗
鞘
“

―
―

″し
べ
つ
″
の
第

一
印
象
は
？

佐
藤
　
住
み
や
す
い
ま
ち
。

人
の
ぬ
く

も
り
を
ま
ず
感
じ
ま
し
た
。

都
会
で
は

隣
り
近
所
で
も
、

人
の
つ
な
が
り
が
ま

っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

山
村
　
夜
七
時
を
過
ぎ
た
ら
人
通
り
が

な
く
、

静
か
な
ま
ち
。

自
分
は
人
混
み

の
中
が
嫌
い
で
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
の

方
が
良
い
の
で
す
が
。

―
―
実
際
に
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す

か
？

山
村
　
自
分
は
魚
釣
り
が
好
き
な
の
で
、

年
中
楽
し
め
る
こ
と
が
で
き
、

遊
ぶ
に

こ
と
欠
き
ま
せ
ん
ね
。

近
所
に
知
り
合

い
も
多
く
、

皆
さ
ん
も
良
く
し
て
く
れ

て
、

住
み
や
す
い
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

認

「山 村 猛 」 さんです。

章よ
脳
鋼
襴
翻
鞠
期̈
驚
翻
仰湘

藤 持 良呂さん(30)
=新 川上町=

●生まれ/翻|1路市

●前住所/上 磯町 (渡島支庁管内)

●勤務先/標 津漁協 (浅海増殖係長)

●趣 味 /魚 釣り、アイスホッケー

●北大水産学部卒。昭和63年 4月 標津町民と

なる。家族は現在、奥さんと子供2人 の4人

暮らし。

も

―
―

″し
べ
つ
″
を
就
職
先
に
選
ん

だ
理
由
は
？

佐
藤
　
し
べ
つ
は
サ
ケ

・
ホ
タ
テ
な
ど

の
水
産
物
の
水
揚
げ
も
良
好
で
魅
力
が

あ

っ
た
こ
と
と
、

水
産
関
係
の
第

一
線

で
働
い
て
み
た
か

っ
た
の
で
す
。

ま
た
、

実
家
の
釧
路
に
も
近
い
こ
と
も
選
ん
だ

理
由
の

一
つ
で
す
。

―
―
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
？

佐
藤
　
皆
さ
ん
、　

一
生
懸
命
や

っ
て
い

ま
す
ね
。
し
べ
つ
港
ま

つ
り
で
は
、

漁

業
者
の
慰
労
も
兼
ね
て
い
る
と
思
う
の

で
、

地
元
の
人
が
楽
し
め
て
良
い
イ
ベ

ン
ト
で
す
が
、

他
の
町
か
ら
も
参
加
し

て
も
ら
い
、
も

っ
と
多
く
の
人
で
楽
し

み
た
い
も
の
で
す
。

山
村
　
あ
き
あ
じ
ま

つ
り
は
、

す
ご
い

人
の
数
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
て
、

す
ば
ら

し
い
で
す
ね
。



外から見た`しべつ、は…?

山 村 猛さんに4)

薔
灘
鶴
総
器
鑑
麟

覇
縁
冊
樹
柵
一一騨
懇

―
―
観
光
に
つ
い
て
は
？

山
村
　
ま
た
、

魚
釣
り
の
話
し
に
な
り

ま
す
が
、

海
岸
線
沿
い
に
数
力
所
の
ト

イ
レ
や
駐
車
場
が
設
置
さ
れ
た
ら
良
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

釣
れ
な
か

っ
た
時
に
は
魚
が

買
え
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

胴
認
柵
簡
攪
鵬
闘

灘
一議
一淵
”隅
”融
”盟
素

佐
藤
　
サ
ー
モ
ン
科
学
館
は
す
ば
ら
し

い
施
設
で
す
ね
。

さ

っ
そ
く
シ
ー
ズ
ン

券
を
買
い
、

自
分
は
魚
が
好
き
だ
か
ら

一
日
い
っ
ぱ
い
い
て
も
あ
き
ま
せ
ん
よ
。

こ
れ
か
ら
は
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
に
マ

リ
ン
プ
ラ
ザ
、
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
で
、

か
な
り
の
集
客
力
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

せ

っ
か
く
人
が
た
く
さ
ん

来
る
の
だ
か
ら
、

ゆ
と
り
の
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
、

温
泉
付
き
の
休
養
施
設
が
あ

れ
ば
い
い
で
す
ね
。

他
の
ま
ち
で
も
温

泉
の
施
設
は
人
気
が
あ
り
ま
す
。

そ
う

す
れ
ば

一
日
ゆ

っ
く
り
で
き
ま
す
よ
ね
。

ま
た
、
し
べ
つ
の
海
の
幸
を
ふ
ん
だ

ん
に
使

っ
た
料
理
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ

る
お
店
も
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も

「海
の
ま
ち
」
な
の

で
す
か
ら
。

山
村
　
ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園
の
キ
ャ

ン
プ
場
を
も

っ
と
案
内
看
板
を

つ
く
る

な
ど
Ｐ
Ｒ
し
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

私
は

一
度
キ
ャ
ン
プ
に
行
き
ま
し
た
が
、

す

っ
か
り
気
に
入
り
ま
し
た
。

町
外
の

人
は
し
べ
つ
に
キ
ャ
ン
プ
場
が
な
い
と

思

っ
て
い
る
人
も
い
て
、
し
べ
つ
川
の

脇
に
よ
く
テ
ン
ト
を
張

っ
て
い
る
の
を

見
掛
け
ま
す
。

ま
た
、
し
べ
つ
は
酪
農
の
ま
ち
で
も

あ
る
の
だ
か
ら
、

お
い
し
い
牛
乳
を
飲

ま
せ
た
り
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ

も
ほ
し
い
で
す
ね
。

輪
業
戦
総
鶴
翻

縦
撫
飾
猫
韻
韻
鞘
蓋
轟
謝

―
―
街
並
み
に
つ
い
て
は
？

佐
藤
　
街
並
み
を
見
渡
し
て
も
、

漁
業

の
ま
ち
、

酪
農
の
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
が

わ
か
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

標
津

市
街
で
言
え
ば
魚
屋
さ
ん
が
な
い
か
ら

で
し
ょ
う
か
。

い
つ
で
も
魚
を
買
え
る

場
所
が
あ
る
と
よ
い
で
す
ね
。

そ
う
す

れ
ば
イ
メ
ー
ジ
が
わ
い
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。

山
村
　
商
店
の
こ
と
で
は
、
日
曜
日
が

ほ
と
ん
ど
お
休
み
。

つ
い
中
標
津
に
行

っ
て
し
ま
う
の
が
実
情
で
す
ね
。

―
―
最
後
に

″し
べ
つ
″
に
望
む
こ

と
は
？

佐
藤
　
サ
ケ
の
水
揚
げ
日
本

一
と
い
う

こ
と
は
、
こ
こ
に
来
る
ま
で
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
も

っ
と
こ
の
こ
と
を
Ｐ
Ｒ

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
サ
ケ
に
こ
だ
わ

っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

発
展
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

山
村
　
こ
の
す
ば
ら
し
い

″し
べ
つ
″

の
自
然
を
い
つ
ま
で
も
残
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

=新 サ|1上町=

●生まれ/旭 川市

●前住所/札 幌市

●勤務先/標 津漁協 (浅海増殖係)

●趣 味 /魚 釣り、スキー

●札幌科学技術専門学校卒。平成2年 4月 標津

町民となる。独身。



「
正
年
の
サ
イ
レ
ン

な
ん
と
か
で
き
な
い
“
」

申剛囲　つ郵榊中巾切帥時Ｗ韓軸

の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
子
供
が
び

っ
く

り
し
て
泣
き
じ

ゃ
く
り
、

起
き
て
し
ま

う
の
で
す
。

何
と
か
音
を
小
さ
く
す
る

か
、

サ
イ
レ
ン
を
移
転

で
き
な
い
も
の

で
し
ょ
う
か
？

一
災
害
緊
急
時
に
重
要
な
役
目
を

一

一
果
た
す
サ
イ
レ
ン
　
　
　
　
　
一

ＨＨＨ　いつ悔拘戦駒晩軸」姉静勤
急
時
に
対
し
、

消
防
職
員

・
団
員
の
招

集
お
よ
び
住
民
に
周
知
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

毎
日

一
回
正
午
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

（５
秒
間
）
し
て
い
る
の
は
、

機
能
維
持

の
管
理
上
、

万
が

一
に
備
え
て
標
津
市

街
と
川
北
市
街
に
つ
い
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

サ
イ
レ
ン
の
設
置
場
所
は
年
間

の
風
向
き
な
ど
を
調
査
し
、

最
適
の
場

所
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
設
置
付
近
の
皆
様
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

何
と
ぞ
実
情
を
ご
理
解
の
上
、

今
後
と

も
消
防
行
政
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

　

　

　

（標
津
消
防
署
）

◇

「広
報
の
内
容

良

く

な

っ

た

ね

」

▽
広
報
の
内
容
が
以
前
と
比
べ
、

少
し

変
わ
っ
て
良
く
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

ク
イ
ズ
が
毎
回
あ
る
と
う
れ
し
い
で

す
。

つ
く
れ
な
い
け
ど
、

「
川
柳
」
の

コ
ー
ナ
ー
も
良
い
で
す
ね
。

（川
北

・
主
婦
）

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
は
２
、
３
カ
月
に

一
度
く
ら
い
は
、

出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「時
事
川

柳
」
も
が
ん
ば

っ
て
つ
く

っ
て
く
だ
さ

い
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ

導
軸
）

「も

っ
と
意
見
交
換
の

で

き

る

ベ

ー

ジ

を

」

▽
カ
ラ
ー
の
ベ
ー
ジ
が
あ

っ
て
い
い
と

思
う
。
ま
た
、

時
事
川
柳
の
横
に
イ
ラ

ス
ト
な
ど
を
募
集
し
て
載
せ
れ
ば
も
っ

と
楽
し
く
な
る
の
で
は
…
。

町
民
の
人
た
ち
が
あ
っ
て
の
広
報
な

の
で
、

も

っ
と
意
見
交
換

の
で
き
る

ペ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
う
。
と
、

偉
そ
う
に
書
き
ま
し
た
Ｈ

そ
れ
と
、

出
生
の
と
こ
ろ
は
、

お
父

さ
ん
の
名
前
だ
け
で
な
く
、

お
母
さ
ん

の
名
前
も
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
上
の
問
題
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
…
い
つ
も
思
う
こ
と
な
の
で
す
。

（若
草
町

・
主
婦
）

―
―
イ
ラ
ス
ト
や

マ
ン
ガ
も
ぜ
ひ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の

「
み
ん
な
の
広

場
」
は
、

皆
さ
ん
の
声
の
ペ
ー
ジ
と
し

て
皆
さ
ん
が

つ
く
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

お

便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご

指
摘
の
あ

っ
た
出
生
の
欄
は
、

今
月
か

ら
お
母
さ
ん
の
名
前
も
入
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

考
え
て
み
れ
ば
そ
う
で
す

よ
ね
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（広
報
）

「毎
月
の
広
報
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」

▽
毎
月
の
広
報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

い
ろ
い
る
と
大
変

で
し
ょ
う
が
、

が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。

（古
多
糠

‥
王
婦
）

―
―
期
待
に
沿
え
る
よ
う
、

が
ん
ば

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（広
報
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

町
や
広
報

紙
に
対
す
る
ご
意
見
や
要
望
、

感
想

な
ど
を
お
待
ち
い
た
し
て
い
ま
す
。

（た
だ
し
、

人
や
団
体
の
中
傷
と
な

る
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）
。

皆
さ
ん
の
声
の
ペ
ー
ジ
と
し
て
、

お
気
軽
に
お
便
り
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い

（本
人
の
希
望
に
よ
り
匿
名
も

可
）
。

ま
た
、

時
事
川
柳
や
イ
ラ
ス

ト
な
ど
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
あ
て
先

標
津
町
字
標
津
３
１
５

役
場
広
報
統
計
係

「
み
ん
な
の
広

場
」
コ
ト
ナ
ー
ま
で
。

右
せ
ん
か
　
左
せ
ん
か
と
　
話
先
生
　
　
布
施
惣

一
郎

（弥

来

町
）

車
道
あ
り
　
さ
れ
ど
凍
て
つ
い
て
　
歩
道
な
し

和
気
あ
い
あ
い
の
　
町
は
見
事
に
発
展
し

ひ
る
飯
を
　
食
べ
に
行
っ
て
た
　
電
話
番

定
年
の
　
夫
の
頭
に
初
日
の
出
　
　
　
　
今
泉
　
偵
子

（弥

来

町
）

適
齢
期
　
過
ぎ
た
息
子
に
　
一化
が
咲
く

見
嫁
の
　
働
く
手
に
も
　
苦
労
ジ
ワ

失
意
の
日
　
友
の
笑
顔
が
　
夢
く
れ
た
　
大
田
　
明
人

（茶

士
心
骨
）

現
役
を
　
去
っ
て
３
キ
ロ
　
白
いが
切
れ

天
災
は
　
次
か
ら
次
へ
と
や
っ
て
く
る

政
勝

（北
古
多
糠
）

愛
助

（双

葉

町
）

新
患
翻
蹴
騨
拶
紗
イ
ズ

報
鵞
鋼
製
婁

■
答
え

閣剛
円
〓
９
」

耐
囲
甲

い
い
点

（、
）
と

っ
た

飯
、

点
と

っ
た
と

■
当
選
者

（応
募
総
数
２８
通
）

小
林
　
澄
子
さ
ん

（川
　
北
・３０
才
）

藤
巻
　
キ
ミ
さ
ん

（古
多
糠
・６５
才
）

三
船
　
淑
恵
さ
ん

（若
草
町
・２７
才
）

中
村
美
智
子
さ
ん

（川
　
北
・３９
才
）

以
上
の
４
人
の
方
に
は

「銀
シ

リ
ー
ズ

・
サ
ケ
缶
セ
ッ
ト
」
を
贈
り

ま
す
。
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最新機器を導入した

標繰轟1轟:弱

『駆醐薔慕騨
望謬薯拶轡讐錯弱ヽ?

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
撮

っ
た
画
像
を

釧
路
神
経
外
科
病
院

へ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線

に
よ
り
画
像
送
信
し
て
診
断
し
て
も

・り
う
シ
ス
テ
ム

″人
間
ド

ッ
ク
″
で

体

の
チ

ェ
ッ
ク
を

あ
な
た
の
体
は
大
丈
夫
で
す
か
？
、

健
康
は
、

す
べ
て
の
人
の
願
い
で
す
。

「人
間
ド
ッ
ク
」
に
よ
っ
て
、
日
常
気
づ

か
な
い
体
の
赤
信
号
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、

恐
ろ
し
い
成
人
病
の
予
防
を
し
て
、

健

康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「人
間
ド

ッ
ク
」
は
、
も
ち
ろ
ん
標
津

病
院
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
人
間
ド
ッ
ク
の
ご
案
内

▽
３
３
、
０
０
０
円

（昼
食
付
き
）

▽
血
液
検
査

（糖
尿
病

上
高
血
圧
症

・

通
風

・
心
筋
梗
塞

・
腎
臓

・
肝
臓

・

膵
臓
病
）
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

胃

バ
リ
ウ
ム
検
査
、

慢
性
リ
ウ
マ
チ

検
査
、

心
電
図

▽
４
５
、
０
０
０
円

（昼

・
夕
食
付

き
）

▽
日
帰
リ
コ
ー
ス
と
耳

・
胆
の
う
検

査

（希
望
に
よ
り
、

胃
カ
メ
ラ
、

注

腸
バ
リ
ウ
ム
、

痔
の
検
査
も
行
い

ま
す
）

※
詳
し
く
は
、

標
津
病
院

（
奮
２
１

２
１
１
１
）

へ
。

い，一ヰ
ゆ
織
娼一縛

～
中
標
津
警
察
署
～

地
域
の
安
全
は
、

住
民
の
方
々
が

豊
か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
営
む

上
で
の
基
盤
と
な
る
最
も
重
要
な
要

素
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

当
警
察
署
管
内
の
治
安
を
み
た
場

合
、

重
大
交
通
事
故
多
発
の
問
題
は

あ
る
も
の
の
、

凶
悪
事
件
の
発
生
を

は
じ
め
、

暴
力
団
あ
る
い
は
少
年
非

行
等
を
め
ぐ
る
問
題
が
少
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、

「比
較
的
安
全
で
平
穏
な
地

域
」
と
の
受
け
止
め
が

一
般
的
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

昨
年
は
管
内
四
町

で
窃
盗
事
件
を
中
心
に
３
９
２
件
の
犯

罪
が
発
生
し
、

ま
た
、
１
８
２
件
の
人

身
交
通
事
故
が
発
生
し
て
１
６
人
の
方

が
亡
く
な

っ
て
お
り
、

さ
ら
に
、

暴
力

団
の
動
き
も
注
視
を
要
す
る
こ
と
な
ど
、

楽
観
的
視
で
き
な
い
情
勢
と
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
、

住
民
の
皆
様
に
昨
年
の
犯

罪
と
交
通
事
故
の
特
徴
を
お
知
ら
せ
し
、

か

つ
、

今
年
取
り
組
む
地
域
安
全
活
動

の

一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

■
犯
罪
と
交
通
事
故
発
生
の
特
徴

く
犯
　
車非

①

・・
数
字
は
、

発
生
件
数
で
あ
る
。

２

（　
）
内
は
、

平
成
５
年
の
数
で
あ

Ｚ
つ
。

標
津
町
内
で
は
、

昨
年
８
月
に
ポ
ー

川
史
跡
自
然
公
園
内
資
料
館
か
ら
ア
イ

ヌ
民
俗
衣
等
が
盗
ま
れ
た
ほ
か
、

●
不
在
中
の
商
店
事
務
所
等
に
侵
入
さ

れ
盗
難
に
遭

っ
た
事
件
３
件

●
清
涼
飲
料
水
及
び
タ
バ

ヨ
等
の
自
動

販
売
機
が
荒
ら
さ
れ
た
の
が
７
件
、

オ
ー
ト
バ
イ
盗
が
７
件

●
さ
け
、

ま
す
の
密
漁
が
１１
件
が
発
生

し
、

密
漁
は
全
部
、

そ
の
他

一
部
を

検
挙
し
て
い
ま
す
。

く
人
身
交
通
事
故

管
内
四
町
で
は
い
ず
れ
も
増
加
し
、

●
標
津
町
内
で
は
、

急
カ
ー
ブ
で
対
向

車
線
に
は
み
出
し
防
護
柵
に
衝
突
、

わ
き
見
で
対
向
車
線
に
は
み
出
て
追

突
、

横
断
中
の
お
年
寄
り
と
衝
突
す

る
な
ど
、

重
大
事
故
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
状
態
と
い
え
ま
す
。

な
お
、

中
標
津
警
察
署
管
内
で
は
昨

年
中
、

無
免
許
２
７
件
、

飲
酒
運
転

１
１
９
件
、
３
０
キ

ロ
以
上
の
速
度
違

反
１
０
２
件
を
検
挙
し
て
い
ま
す
。

１
分
間
で
検
査

結
果
が
得
ら
れ

ま
す

罪  梅  房 | 4      出 T ‐困 せ1鞭 慨

ガ」

法

あ巳

凶悪 ・粗暴犯 5 (9)

窃
盗
犯

侵 入  盗 76 (99) Si:奪1嫁)

非 侵 入 盗 182(139) 苦既=(拠〉
乗 物  盗 (93) 1線('(20)

そ  の  他 1

1ヽ 言十 362(349) 30キ:【S3)

特
別
法
犯

覚 せ い  剤 3 (9)

密 漁 華辞=:笠お
そ  の  他 10   (2) r盛、

言十 30 (26) ,:養7 ::(密】
合 言十 392(375) ((47 iヽ【5軽)

＼ 4  町 1肉ぷ:欄麟輸
発
生
件
数

182(151)
禁彰繁

死

者

数

16 (12) 21,(率鋭|

者

傷

数

280(214) 42(密0)|

① ()内 は、平成5年の数である。



検診に関するアンケート調査から

ゆ だ ス 錦

検診の受診者数、伸び悩み傾向

図 1-2 検 診内容について?

～
よ
り
良
い
検
診
の

・全体の78.3%が 「満足」と回答している。
・男女差はない。

＼_メ 「不満」の項目では 「料金」に対するものが7件 。「曜日」
に対するものが4件。「時期」「時間帯」「場所」「項目J「対

応」がそれぞれ3件 である。

2-2「 受けた」と答えた人の受診場所

〈成人病検診を受診 した人〉

図 1-1 受 けられた動機はなんですか?

(成人病検診 未 受診の人〉

図 2-1 あ なたはこの3年間に医療機関や職場等で成人病検診を

受けられましたか?

そ

の
他

料

金

対

応

項

目

場

所

時

間

帯

昭

日

時

期

無

　

回

　

答

そ
　
　
の

　

一他

個

人

通

知

推
進
員
の
勧
め

町
職
員
の
勧
め

知

人

の

勧

め

毎

年

受

診

体

の

不

調

健

康

管

理

あ
り
方
を
目
指
し
て
～

一　
　
町
で
は
、

成
人
病
予
防
を
目
的

一

一　
と
し
て
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
治
療
の
た
め
成
人
病
検
診
や
各
種

一

一
が
ん
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す

一

一　
が
、

過
去
五
年
間
の
受
診
数
は
伸

一

一　
び
悩
み
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
　
　
一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
　
そ
の
原
因
を
知
り
、

今
後
の
検

一

一　
診
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
た

一

一　
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

一

十　
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
　
こ
の
ほ
ど
、

集
計
結
果
が
ま
と

¨

　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
ま
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の

一
部
を

一

一　
報
告
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
一

ド
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
―
―
―
―
―
―
―
―
」

■
調
査
対
象

「成
人
病
検
診
」
に
つ
い
て

①
受
診
者
２００
人

（回
答
率
６‐
％
）

②
未
受
診
者
２００
人

（回
答
率
５‐
％
）

「胃
が
ん
検
診
」
に
つ
い
て

①
無
作
為
に
２００
人

（回
答
率
４６
％
）

■
調
査
期
間

平
成
６
年
２
～
３
月

■
調
査
方
法

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

■
調
査
結
果

次
の
グ
ラ
フ
を
使

っ
て
説
明
し
ま
す
。

も

□満足 回 不満 鐵 無解答

(複数回答)

区 分 件 数 割 合

町 の 検 診 11 19.3

農協 ミニ ドック 2 3.5

医 療 機 関 36 63.2

そ  の  他 6 10.5

無  回  答 2 3.5

一チ
ロ

△
57 100.0

・「受けた」は、52人51.0%であり、うち男性29人 55.8%、女性23人44.2%

と男性が半数以上を占めている。

12

「受けた」と回答した52人の6割以上は

「医療機関Jで 受診しており、最も多い回

答。次いで 「町の検診」19,3%、「その他」
1 0 . 5 % と続く。



(胃がん検診、無作為抽出した人〉

図 3-1 あ なたは今までに胃の検診を受けたことがありますか?

図 3-2「 はい」と答えた方それはいつですか?

図 2-3「 受けていない」と答えた人の理由

無解答
2%まれに

29%
毎年受診

31%

無

記

入

そ

の

他

信

し

ら

れ

な

い

必

要

時

に

行

く

忘

れ

て

た

知

ら

な

か

っ
た

内

容

が

不

十

分

高

料

金

検

査

を

受

け

た

通

院

し

て

い

る

怖

い

健

康

に

自

信

有

面

倒

だ

っ
た

忙

し

い

口
町
鉢
峰
げ
事
業
全
般
に
つ
い
て
の
意

見

・
要
望

（町
民
の
声
）

い
つ
も
お
世
話
に
な

っ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
毎
年
検
診
を
受

け
て
い
ま
す
が
、

自
分
の
体
の
こ
と
を

保
健
婦
さ
ん
が
毎
年
記
録
し
て
、

受
診

後
も
色
々
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ

感
謝
し
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
だ
け
で

な
く
自
分
自
身
で
悩
ん
で
い
る
目
の
こ

と
と
か
、

気
に
な
る
病
気
の
こ
と
な
ど

も
、

気
軽
に
電
話
を
す
る
と
き
ち
ん
と

調
べ
て
く
れ
町
民
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
ま
す
。

（中
略
）
親
の
責
任
と
し
て
子
供
が
成

人
に
な
る
ま
で
は
、

病
気
に
負
け
な
い

元
気
な
体
で
い
る
こ
と
が
親
と
し
て
の

責
任
だ
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す
。

去
年
私
は
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
た
。

（中
略
）
そ
の
結
果
が
良
く
な
か

っ
た
の
で
内
視
鏡
検
査
を
受
け
て
な
ん

で
も
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

毎

年
の
検
査
で
色
々
と
病
院

へ
行
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
３
年
前
は
乳
が
ん
検
診

で
ひ

っ
か
か
り
、

病
院
で
小
さ
な
し
こ

り
の
手
術
も
受
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

病
気
で
も
、

が
ん
で
も
小
さ
な
う
ち
に

治
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

標
津
町
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
み

ん
な
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

今
、

が
ん

は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

夫
婦
仲
良

く
明
る
い
家
庭
に
は
、

良
い
子
供
達
が

た
く
さ
ん
育
ち
ま
す
。

病
気
に
な
ら
な

い
よ
う
に
毎
年
検
診
を
受
け
て
元
気
で

い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
４０
才
　
女
性
）

一
人
で
も
数
多
く
の
人
が
検
診
で
き

る
よ
う
に
広
報
、

チ
ラ
シ
等
の
他
に
も

地
区
別
に
積
極
的
に
受
け
て
く
れ
る
よ

う
に
お
願
い
を
し
て
ほ
し
い
。

な
か
な

か
憂
鬱
に
な
り
が
ち
の
よ
う
で
、

受
け

に
行
こ
う
と
し
な
い
人
や
こ
わ
い
と
い

う
人
の
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

自
分

自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
に
町
が
主
催

し
て
い
る
の
だ
か
ら
受
け
て
ほ
し
い
。

（
３０
才

・
女
性
）

■
今
後

の
町
の
対
策

①
　
個
別
健
診

の
導
入
検
討

個
人

の
都
合

の
良

い
時

に
、

必
要

な
検
診
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
検
討

し
た
い
。

②
　
事
業
主
に
、

一屋
用
者

の
検
診
は
町

の
検
診
を
受

け

て
も

ら
う

よ
う

に

Ｐ

Ｒ

。

③
　
周
知
の
工
夫

④
　
健
康
教
育
を
通
じ
て
の
検
診
の
必

要
性
の
Ｐ
Ｒ
。

※
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
い
た
だ
い
た

町
民
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

よ
り
良
い
検
診
を
目

指
し
て
今
後
も
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

―
―
役
場

・
福
祉
保
健
課
―
―

▲昨年のがん検診の模様

|

回答者のうち66人 (71.7%)が 今までに検診を受けたことがあり、

男性76.3%、 女性66.0%と 大きな男女差は見られません。

「いいえ」と回答した26人 は女性に多いが、男女の回答数で見ると

男性23.7%、 女性34.0%と なっている。

男性では 「忙しい」が6人 (25.0%)と 最も多く、次いで

「必要な時病院へ行く」5人 (20.8%)、「面倒だったJ4人

(16.7%)と なっている。

女性では、「必要な時病院へ行く」14人 (30.4%)と 最も

多く、次いで 「通院している」11人 (239%)、 「忙しい」

5人 (10.9%)と なっている。
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_「撼常駆:繋t轟:藁謬,睡誕語
韻鵬轟:覇i繋織離謂録橿歯

平成7年 1月 17日 、午前5時 46分 に兵庫県淡路島北部を震源とするマグ三チ
ュード7.2の 直下型地震が発生、神戸 `洲1本で震度6(一 部で7)を 記録。戦後最

大の甚大な被害 (死者 5,①83人 、不明者51人 、負傷者26,744人 、建物損壊
88,494棟 =警 察庁まとめ、1月 26日 現在)と なりました。

この阪神大震災の災害発生に伴い 「日本赤十字社 ・中央共同募金会・都道府県共

同募金会 ・NttK o NHK厚 生文化事業団」わヽ実施主体となり、次のとおり災害たす

けあい運動 (義援金募集)を 実施することになりました。

皆様方のあたたかいこ支援をよろしくお願いいたします。

■義援金 の受付先 ■

:士:雰1帯樹俊場筆斡需健華苺1事務膚1群悼勢打博!チに梯掛
,直接ご持参願います。
,一括取りまとめの_L、事務局より送金いたします。

141個瓜お筆き直接速釜を|する:親谷|

郵便振替口座を利用する場合

①回座番号 00100-8-943  「 (社福)中 央共同募金会」
②  〃    00170-6-1020   「 日本赤十字社J
通信蘭に 「兵庫県南部」と明記する。手数料免除期間は1月 17日～4月 17

日まで)

郵便書留を利用する場合

①宛 先  〒 10070 「 中央共同募金会」

② 〃  〒 54270 「 大阪共同募金会J

(料金免除期間は1月18日～2月 17日まで)

銀行を利用する場合

①回座名 「兵庫県南部地震災害義援金 。日本赤十字社北海道支部」
・北海道銀行本店 (普通  1964939)
・北海道拓殖銀行札幌南支店   (普 通 3231820)

(本支店銀行間のみ手数料無料)
②口座名 「(社福)中 央共同募金会 ・兵庫県南部地震災害たすけあい口」

・北海道拓殖銀行虎の門支店   (普 通 3084182)
・第一勧業銀行本店 (普通 4643737)

(手数料免除期間1月18日～2月20日まで)

なお、救援物資につきましては、当面受け付けをいたしておりませ

んのでご了承願います。

また、今回の義援金募集につきましては、担当の職員等による1庫轟J
訪閥1筆手閉軍章終lu【:お認態1性!海手戸別訪間による義援全詐欺事件も起
きておりますので、ご注意されますようお願い申し上げます。

河島(誓美手)さんちの

陽美ちゃん
(日6。2.1 2生∋

北 川 北①

☆生まれた時の身長 ・体重ほ

身長/49.Ocm

体重/3,1l① 9

☆今ではこんなに大きく

なりました。

身長/69.4cm

休重/ 7.2k9

お母さんからひと言

こ飯をたくさん食べてくれないの

で、ちよっと」ヽさめの陽美ですが、カ

ゼもひかずに毎日元気に走り回つて

遊んでいます。

健康で思いやりのある子に育つて

ほしいです。

1 4



標津小中学校
グランド

醐
園

難墾鋒韓謝器|
1件 )

圏諜国品固誦回艦図|

■ と  き  2 月 1 1 日 ( 土)

午後 1時 ～7時

■ところ

■雪中船曳き競争

1チ ーム 6人 が 1ト ンの

漁船を曳く !

賞金総額 20万 円 !

出場チーム募集中 !!

※雪中船曳き競争の参加申し込みなどお問い合わせは、

事務局の役場商工観光課 (a内線219)へ 。

一 しべつ冬まつり実行委員会―

″に
が

罹格しています″

■ビンゴゲーム

■愛さがし、輪投げ

■味覚模擬店出店

■子供歌謡選手権

■もちつき大会

■スノーモービル試乗会

人のうごき

平成7年1月1日現在

()は 前月比

人 □ 6,861人 (-4)

男  3,330人 (-3)

女  3,501人 (-1)

世帯数 2,323世 帯 (-4)

町内の交通事故

1 月

人身事故

負 傷 吾  1 人 (  1 人)

死 亡 者  ○ 人 ( 0人 )

物損事故 14件 (14件 )

死亡事故ゼロの国

45日(1/151n在)

冬道の交通安全

■スピード
ダウンの励行

■十分な車間距離

をとりましょう

を
メ
ロ
ロ
団

″２
月
か
ら
開
館
″

一
生
ま
れ
て
３
日
ほ
ど
の
シ
ロ
ザ
ケ
の

一

一
仔

（し
）
魚
　
＝
１
月
１８
日
撮
影
＝

一

シ
回
ザ
・銃
あ
赤
ち
ゃ

ん
ｐ
誕
笛
拶
勝
間
を

ご
覧
“態
一選
十選
僻

科
学
館
で
は
、

昨
年
六
十
三
尾
の

シ
ロ
ザ
ケ
の
雌
か
ら
約
十
二
万
粒
の

卵
を
採
卵
し
ま
し
た
。

二
月
現
在
、
シ
ロ
ザ
ケ
の
赤
ち
ゃ

ん
や
そ
の
他
の
サ
ケ
科
の
魚
の
赤
ち

ゃ
ん
た
ち
が
次
々
と
誕
生
し
て
い
ま

す
。館

内
の
稚
魚

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ

の
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
が
元
気

に
泳
ぎ
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

成
長
段
階
が
良
く
わ
か
る
よ
う
に
シ

ロ
ザ
ケ
の
卵
、

仔

（し
）
魚

（お
腹
に

栄
養

の
袋
を

つ
け
て
い
る
赤
ち

ゃ

ん
）
、

稚
魚

（お
腹
の
袋
が
と
れ
、

え

さ
を
取
り
始
め
た
赤
ち
ゃ
ん
）
に
分

け
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

運
が
よ
け

れ
ば
シ
ロ
ザ
ケ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生

す
る
瞬
間
が
ご
覧
い
た
だ
け
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ゃ

ま
た
、

魚
道
水
槽
は
シ
ロ
ザ
ケ
の

稚
魚

の
群
泳
を
お
見
せ
す
る
コ
ー

ナ
ー
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

約

一
万
尾
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。
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圃協田柵圃鰍圃鞘図1

錘璽やそな表1

〔13時～13時30分/役 場2階会議室〕

■乳幼児相談

21日 (火)く標津〉

〔9時 30分 ～10時 30分 /農 改セン

ター〕

※午前の部 10。 13カ月児、

午後の部 4・ 7カ月児対象

23日 (木)011北〉

〔13時 30分 ～14時 30分 /川 北公民

館〕

※4・7・10。13カ月児対象

■1才 6カ月児健診

28日 Ck)

〔9時～10時/役 場2階会議室〕

■離乳食教室

15日 (水)

〔13時30分/農 改センター〕

(2月 分〉
■歯ピカ教室

6日 (月)・7日 (火)

〔9時 30分 ～10時 30分 、13時 30分 ～

14時 30分 /農 改センター〕

妊 婦

■ママスクール

3 ・1 0 , 1 7 日 ( 金)

〔10時～16時/役 場相談室〕

■一般健康相談

6日 (月)

〔13時 30分 ～15時 /茶 志骨パイロッ

ト会館〕

23日 (木)

〔10時～11時 30分 /川 北公民館〕

24日 (木)

〔13時～16時/役場相談室〕

》第 18回標津スプリント選手権大会

〔9時～町営スケー トリンク〕

>フ ァミリースキー教室

〔10時～金山スキー場〕

♭基礎スキー検定会

〔10時～金山スキー場〕

♭第 18回町スケー ト記録会

イ 〔 14時～町営スケー トリンク〕
く`

コ19日 佃 )|

>第 7回町民スキー大会

〔9時 30分～金山スキー場〕

ら剣道指導者講習会

〔14時～鳩ケ丘体育館〕

防リンクサイドまつり

〔15時～町営スケー トリンク〕

》第2回会長杯争奪ソフ トバレーボール

大会

〔9時 ～総合体育館〕

♭剣道昇級審査会

、〔9時 ～鳩ケ丘体育館〕
ヽ

、、
、.,′

,

趨
一

！鶴一圏
！！

鑑

一

！鶴

一
一〇

昨年、10月4日発生した東方沖地震

による被害のため、休館しておりまし

た町総合体育館は、復旧工事も進み、2

月中旬をめどに使用できる予定です。

使用できることが正式に決まり次

第、チラシなどでお知らせいたしま

す。

町民の皆様には長い間ご不便をお掛

けしておりますが、よろしくお願いい

たします。

一町総合体育館―

囲の中
一

タンセ改農彰
　
　
冊

※農改センター…農村環境改善センターの略

韻:灘!鱗繋ビ畿

曜 日

二
般 廃 棄 物 収 集 区 域

(祭日は休みです)(有  料 〉

不燃物収集日

〈無  料 )

月・木
新川上町・若車町・||1上町・来町・

緑町 ・弥栄町・曙町

2月2国。2月16日

3月2日  (木 )

火 ・金
本町・鳩ケ丘町・双葉町・望ケ丘町・

桜木町 ・住吉町 ・東浜町

2月3日。2月17日

3月3日  (金 )

水 ・土
川北市街・伊茶仁・忠類・浜古多糠・

薫別 ・崎無異 ・古多糠

2月1日・2月15日

3月1日  (水 )

★ごみは指定された日にす旨定された場所へきちんと出しましょう。
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冊I  S罫 黒
■入園児の年齢範囲

勝幼稚園…平成元年4月 2日から平成2年

4月 1日 までに生まれた幼児

♭保育園…平成2年 4月 2日 から平成5年

4月 1日 までに生まれた幼児

■募集の幼稚園 ・保育園

町内すべての幼稚園 ・保育園

レ幼稚園…標津、川北

レ保育園…標津双葉、川北つくし、茶志

骨みどり、古多糠こばと、北標津ひま

わり

■受付期間

2月 1日 から2月 10日 まで

■受付場所

各幼稚園 ・保育園

■必要書類

》申込書 (入園申請書)は 1人につき1枚

必要です。申込書は各幼稚園、保育園

にあります。

レ給与所得者は平成6年分の源泉徴収票

(家族全員)の 写 しを提出してくださ

い 。

日入園決定

♭個々に面接 し、決定 します (面接日は

後日連絡 します)。

レ入園決定通知書は3月 中旬までに送付

します。

※お問い合わせ先―各幼稚園、保育園

蒲絹繍め1離楚1囀薔1森
品!述:じ1馬:器馴紛1喬詳|

■所得税は自分の所得の状況を最もよく

知っている納税者が、自ら税法に従って

自分の所得と税額を正 しく計算 して申告

し、納税するという申告納税制度を採用

しています。

■平成6年分の所得税の確定申告が、今

年も2月 16日から始まります。申告期限

17

揺鰹ゾ劉離誂|
～健康なとき

は3月 15日ですが、期限間近になると税

務署や役場の窓日が大変混雑 しますの

で、申告は早めに済ませましょう。

■申告期間中、税務署や役場では申告の

相談に応 じています。お気軽にどうぞ。

※根室税務署 谷01532-3-3261・

役場税務課 谷内線 118へ 。

隅iSi欝講灘梅:第1鱗黙組
1怪当蝉覇郷KIぼ1選翌聖!空!

■農林水産省では平成 7年 2月 1日現在

で、農家などを対象に 「1995年農業セン

サス」を実施 します。

■この調査は我が国の農業の実態を明ら

かにする最も基本的な統計調査です。調

査員がお伺いして、農業の経営状況など

をお尋ねしますので、ご協力をお願いし

ます。 一役場 ・企画振興課一

忘れているのが健康～

■日 時  2月 5日 (日)11時 ～14時

■場 所  町 農村環境改善センター

ロテーマ 「あなたの骨、大丈夫 ?!」

―みんな笑顔で健康家族―

■内 容

♭骨粗慈症検診 ・エアロビクス ・健康情

報などの各ヨーナー

♭健康クイズ ・ゲームほか

～試食コーナー～

レお楽 しみデザー ト>イ モピザ ・大地の

スープレ牛乳豆腐のレタス巻き♭鮭の

南蛮漬けらホタテの揚げマリネほか

たくさんの町民のご来場をお待ちして

います。   一 役場 ・福祉保健課―

郵便届1都覇i翻体1ほ子に
公JにJにヽ描卦網liS確尊

■モニター募集中 !

郵便局に対する意見 ・要望などにお答

えいただく郵便局モニターを募集 してい

ます。応募期間は2月 20日 までです。お

近くの郵便局の窓口にお申し込みくださ

い。

■お子様の教育資金の準備は郵便局の

“
学資保険

い
で 1!

お子様の教育資金の準備として、高校、

大学で大きくお、くらむ郵便局の学資保険

をお勧めしています。比較的お金のかか

らない早めの時期から、計画的に蓄えて

標津町選挙管理委員会委員の異動によ

り2月 1日付けで忠鉢富士雄氏の後任に

今野崇志氏が選任されました。

■現在の委員 (4人)

・林  末 蔵氏  ・ ノ」ヽ野 忠 義氏

・佐藤 富 雄氏  ・ 今野 崇 志氏

―町選挙管理委員会―

鮒饗ブ護け測1
～スキーヤーの皆さん

豪快に滑ろう～
 /

※お問い合わせは、同スキー場合さ日/

2172・役場商工観光課合内線 219へ 。

寄付あ似!が1趣【う
ぺ韻|ざ▼〒ました

0図 書購入費として)|ロヒ公民館に一

・吉田育代さん (全快祝をやめて)

●町社会福祉協議会に一

・聖友標津支所 ・和信洋行さん

(活動資金として)

・志道博さん (香典返しをやめて)

0は まなす苑に一

・小野ユリ子さん (紙オムッ)

みてはいかがでしょうか。

1委員紛察醐冊栂蝉蛭



ん
ま
②
く‐‐
０
景
築
諮
小

私
が
札
幌
か
ら
冬
休
み
で
帰

っ
て
来

る
と
、
こ
の
原
稿
を
書
く
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、

最
近
私
が
思

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、

標
津
の
こ
と
に
つ
い
て
で
す

が
、

札
幌
の
生
活
に
慣
れ
る
と
、
こ
の

ま
ち
は
相
変
わ
ら
ず
の
国
舎
で
、

朝
ま

で
遊
べ
る
よ
う
な
場
所
も
な
く
、

い
つ

も
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
困

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

家
で
黙

っ
て
い
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、

あ
ま
り
に
も
暇
で
刺
激
が
欲

し
く
な
り
、

パ
チ
ン
コ
に
行

っ
て
み
た

り
、

友
人
と
麻
雀
を
し
た
り
、

そ
ん
な

日
が
続
く
中
で
、

い
つ
も

「
こ
の
ま
ま

で
い
い
の
か
な
」
な
ど
と
、

考
え
て
し

ま
い
ま
す
。

こ
の
ま
ち
は
私
に
は
退
屈
な
ま
ち
で
、

も

っ
と
変
化
が
欲
し
い
の
で
す
。

嫌
い

な
ま
ち
で
は
な
く
、

何
か
足
り
な
い
の

で
す
。

い
つ
か
帰

っ
て
来
る
と
き
に
は
、

楽
し
い
ま
ち
に
な

っ
て
い
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。

次
は
友
人
の
こ
と
に
つ
い
て
書
こ
う

と
思
い
ま
す
。

私
の
友
人
に
は
、

同
年

代
の
人
が
多
く
い
ま
す
が
、

高
校
が
違

う
人
達
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

み
ん
な
、

冗
談
が
わ
か
る

″ひ
ょ
う
き
ん
者
″
で

す
。
し
か
し
、

真
剣
な
話
し
に
な
る
と

親
身
に
な

っ
て
乗

っ
て
く
れ
る
の
で
頼

り
に
な
り
ま
す
。

で
も
、

大
「
　

】
こ
と

を
話
せ
る
人
は
少
な
く
、

私
は
も

っ
と

感
情
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。

言
い
た
い
こ
と
を
溜

め
込
む
と
苦
し
い
か
ら
…
。

何
も
気
づ

か
な
い
振
り
で
隣
り
で
笑

っ
て
い
る
人

が
い
る
な
ら
、

嫌
わ
れ
て
も
言
い
た
い

こ
と
を
す
べ
て
吐
き
出
し
た
方
が
す

っ

き
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
で
な
い

と
、

そ
の
人
と
は
何
も
発
展
せ
ず
、

自

分
も
い
つ
ま
で
も
成
長
し
な
い
冷
め
た

人
間
に
な

っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

私
自
身
、

冷
め
た
友
人
と

つ
き
合
う

の
は
嫌
い
だ
か
ら
、
も

っ
と
遠
慮
し
な

い
で
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
聞
き
た
い
し
、

言
わ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
私

は
も

っ
と
何
を
言
わ
れ
て
も
平
気
な
強

い
人
間
に
な
り
た
い
の
で
す
。

開
き
直

る
、

聞
く
耳
を
持
た
な
い
奴
と
は
違
う
、

ま

っ
す
ぐ
な
人
に
…
。

と
こ
ろ
で
、

私
は
春
か
ら
東
京
に
就

職
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
こ
の
ま

ち
に
長
く
居
ら
れ
る
の
は
今
回
で
最
後

だ
と
思
い
ま
す
。

い
つ
か
こ
の
ま
ち
に

落
ち
着
く
時
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ま
だ
ず

っ
と
先
の
こ
と
で
す
。

標
津
に

帰

っ
て
来
て
い
つ
も
感
激
す
る
の
は
、

き
れ
い
な
夜
空
で
す
。

こ
れ
ま
で
私
の

住
ん
で
い
た
ど
の
ま
ち
よ
り
、

星
が
た

く
さ
ん
見
え
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ

の
夜
空
は
い
つ
ま
で
も
残
し
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

最
後
に
、

夢
も
恋
も
自
分
で
壊
し
た

り
終
わ
ら
せ
な
い
限
り
、

い
つ
ま
で
も

あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

何
事
も
あ

き
ら
め
ず
に
目
標
を
も

っ
て
、

熱
く
生

き
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
　
◇
　
―
―

※
次
の

「
ま
ち
の
声
」
は
、

伊
茶
仁

の
馴
山
洋
美
さ
ん
で
す
。

思

」翻
！旺
！！．ど

』

、配 母 回節 麗譜i鉛1韻:瞳,爾封騒
(1?目糾登ヨ1樽‖目計0国1層1出1翁〕

藤本 一 雄さん
(望ケ丘町)
=専 門学校生=

おくやみ申し上げます

らこの度の阪神大震災には、ただ驚

くばかり。都会の地震へのもろさを

まざまざと見せつけられました。そ

れにしても家屋の下敷きとなり、無

残に生き埋めになった人のことを考

えると言葉がありません。もし自分

や家族がそうだとしたら、どうだろ

うか。むごすぎる…。なんとか現代

の科学で大地震を予知できないもの

か。被害で亡 くなられた多くの方々

のご家族に心からおくやみ申し上げ

ます。

レ 「みんなの広場」にお使りお待ち

しています。町民皆さんの声のペー

ジとして、お気軽にお寄せください。

よろしくお願いします。

(ひ )

お誕生おめでとう

ご結婚おめでとう

お な ま え 住  所 保 護 者

本村 琴 奈ちやん 住 吉 町 本 村 信 司 ・ 由 紀

伊藤 卓 也くん 弥 栄 町 伊 藤 好 久 ・美 香

吉日 衣 里ちゃん 寿  町 吉 日 祐 治 ・好 子

氏 名 住  所 年   齢

工 藤 弘 子 さ ん 薫  別 57歳

田 中 外 之 さ ん 曙  町 70歳

北 川 光 江 さ ん B署  町 75歳

小 野  貫 さ ん 鳩ケ丘町 49歳

夫 の 氏 名 妻 の 氏 名 住   所

竹 内 秀 昭 さ ん 本 田 陽 子 さ ん 西古多糠
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